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団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
高

齢
者
が
増
加
す
る
が
、
介
護
施
設
は
今

後
の
入
所
希
望
者
に
対
応
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
地注１
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
施

策
充
実
に
向
け
た
予
算
化
を
。

　
　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
現
在
の

計
画
に
基
づ
き
平
成
二
十
年
度
に
向
け

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
実
施
す

る
『
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
』
の
結
果
を
二
十
一
年
度
以
降
の

新
た
な
計
画
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
着
実

に
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
平
成
十
九
年

度
は
三
職
種
が
配
置
さ
れ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
本
事
業
費
を
増
額

し
、
介
護
予
防
教
室
の
実
施
に
関
す
る

加
算
措
置
の
拡
大
も
図
り
た
い
。　
　

　　
　
　

ガ
ス
事
業
の
民
営
化
を
本
格
的

に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市
民
の

利
益
を
考
え
る
な
ら
、
な
ぜ
民
営
化
な

の
か
、
そ
の
必
然
性
を
市
民
に
具
体
的

に
説
明
す
べ
き
。
労
使
と
の
協
議
も
重

要
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

平
成
十
七
年
度
か
ら
庁
内
で
民

営
化
に
向
け
た
諸
課
題
を
検
討
し
て
お

り
、
一
定
の
熟
度
ま
で
作
業
が
進
ん
だ
。

今
後
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
の

検
討
や
議
会
で
の
議
論
を
頂
き
な
が
ら

広
く
市
民
合
意
の
形
成
を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、
職
員
へ
の
対
応
も
民
営
化
の

意
義
な
ど
適
切
な
情
報
の
共
有
化
に
努

め
、
職
員
が
安
心
し
て
誇
り
を
持
っ
て

職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目　

○
男
女
共
同
参
画
推
進
の
方
針
や
市
民

　

協
働
の
視
点
が
な
い
施
政
方
針　
　

○
ケ
ヤ
キ
移
植
工
事
費
の
白
紙
撤
回
を

○
予
算
編
成
は
基
金
の
取
り
崩
し
で
は

　

な
く
身
の
丈
に
あ
っ
た
施
策
を

　
　
　

急
激
な
人
口
減
少
と
同
時
に
老

年
人
口
の
増
加
と
生
産
人
口
の
減
少
は
、

国
や
社
会
の
存
立
基
盤
に
負
の
影
響
を

及
ぼ
す
。
本
市
の
子
育
て
対
策
の
新
年

度
予
算
に
お
け
る
取
り
組
み
内
容
は
。

　
　
　

子
育
て
の
現
状
把
握
を
踏
ま
え
、

緊
急
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
等
を
検
討
し
、
策
定
し
た
「
子
育
て

支
援
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、

新
年
度
予
算
で
の
重
点
施
策
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
地
域
支
援
と
し
て
、

子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
二
箇
所
増

設
や
子
育
て
支
援
室
の
十
二
箇
所
整
備

に
よ
る
支
援
拠
点
の
確
保
等
や
、
経
済

的
支
援
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
通
院
対
象
年
齢
の
拡
大
や

所
得
制
限
緩
和
に
よ
る
対
象
児
童
の
拡

大
等
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

中
国
残
留
帰
国
邦
人
の
七
割
が

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
。
名
誉
と
尊

厳
の
た
め
自
立
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、

実
態
調
査
を
進
め
自
立
へ
の
道
を
共
に

探
る
べ
き
で
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

　
　
　

帰
国
者
に
対
す
る
支
援
は
基
本

的
に
は
国
や
県
が
実
施
し
、
本
市
は
県

か
ら
の
情
報
で
、
生
活
保
護
が
必
要
な

方
に
対
応
し
、
中
国
語
の
通
訳
を
配
置

す
る
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
新
た
に
十
九
年
度

よ
り
、「
地
域
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
す
る
予
定
だ
が
、
本
市
と
し
て

も
、
保
護
受
給
者
が
自
立
し
、
尊
厳
あ

る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
支
援
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ム
ダ
を
排
せ

○
地
下
鉄
東
西
線
沿
線
の
街
づ
く
り
に

　

万
全
を

○
市
営
住
宅
の
震
災
対
策

○
自
動
車
運
送
事
業
の
経
営
改
善
策

　
　
　

障
害
者
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
を
申
告
す
れ
ば
住
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
こ
と
を
市
民
に
周
知
徹
底
す
べ

き
。
ま
た
、
国
保
料
を
軽
減
す
る
た
め

に
一
般
会
計
か
ら
も
っ
と
繰
り
入
れ
て
、

値
上
が
り
を
抑
え
て
い
く
べ
き
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

医
療
費
控
除
等
の
諸
控
除
や
国

民
健
康
保
険
料
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
て
お
り
、
高
齢
者
や
低
所
得

者
等
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
た
わ
か
り

や
す
い
広
報
に
努
め
る
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
一
定
程
度
軽

減
し
て
お
り
、
市
民
負
担
の
公
平
の
観

点
等
か
ら
現
行
水
準
以
上
の
繰
り
入
れ

は
困
難
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  　
　

  

市
民
意
見
を
聞
い
て
進
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
予
算
案
か
ら
ケ
ヤ
キ
の
移

植
費
用
を
減
額
す
る
手
続
き
を
正
式
に

と
る
べ
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ケ
ヤ
キ
の
移
植
に
つ
い
て
は
、

今
議
会
で
の
議
論
や
市
民
の
皆
様
に
詳

し
い
情
報
提
供
を
し
た
う
え
で
、
い
た

だ
く
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
議
会
に
報
告
、

相
談
を
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
。
市
民
の
ご
意
見
は
い
ろ

い
ろ
に
割
れ
て
お
り
、
例
え
ば
五
十
本

全
部
を
伐
採
す
べ
き
と
の
意
見
や
全
部

を
移
植
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
提
出
し
て
い
る
予
算
案
を

撤
回
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。　

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目　
　
　
　
　

○
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
へ
の
一
部

　

負
担
導
入
は
や
め
る
べ
き　
　
　
　

○
障
害
の
あ
る
方
へ
今
年
度
並
み
の
独

　

自
支
援
策
を
新
年
度
も
進
め
る
べ
き

間
の
具
体
の
取
り
組
み
と
し
て
新
し
い

実
施
計
画
の
策
定
を
進
め
た
い
。 　
　

　

ま
た
、
仙
台
が
東
北
地
方
の
中
枢
と

し
て
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
各
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。　

そ
の
他
の
主
な
質
疑
事
項　
　
　
　
　

○
子
育
て
支
援
と
低
出
生
率
へ
の
対
応

○
ご
み
処
理
有
料
化
の
検
討
状
況　
　

○
市
税
等
の
収
納
率
向
上
策　
　
　
　

○
地
域
生
活
関
連
整
備
事
業　
　
　
　

○
市
役
所
の
組
織
の
改
編

　
　
　

東
西
線
建
設
に
関
わ
る
ケ
ヤ
キ

移
植
に
つ
い
て
は
、
伐
採
と
の
費
用
比

較
か
ら
市
民
の
多
く
は
反
対
し
て
い
る
。

事
業
凍
結
も
含
め
て
慎
重
な
再
検
討
を

求
め
る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。                   

                                   　
　
　
　
　
　

　
　

    

杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
審
議

会
で
慎
重
な
審
議
を
し
、
公
園
な
ど
へ

の
移
植
を
基
本
と
し
、
移
植
で
き
な
い

場
合
、
伐
採
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

方
針
に
基
づ
き
、
専
門
家
の
調
査
を
踏

ま
え
五
十
本
す
べ
て
移
植
可
能
で
あ
る

と
公
表
し
た
。
寄
せ
ら
れ
て
い
る
様
々

な
市
民
の
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、
ご

指
摘
の
点
も
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
市
民
に
詳
し
い
情
報
提
供
を
し
、

議
会
に
報
告
・
相
談
を
し
な
が
ら
、
適

切
な
判
断
を
行
い
た
い
。                     

                                   　
　
　
　
　
　

　
　
　

 

都
市
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た

っ
て
の
課
題
認
識
と
、
ど
の
よ
う
に
政

策
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

ま
た
、
本
市
が
東
北
の
発
展
を
牽
引
す

る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
意
義
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

　
　
　

人
口
減
少
時
代
の
到
来
な
ど
都

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
劇
的
に
変
化
し

て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
た
都
市
づ
く

り
に
戦
略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

そ
の
政
策
展
開
と
し
て
は
、
今
後
四
年

　
　
　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
方
自
治
体
の
歳
入
に
つ
い
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
可
能
と
な

っ
た
。
こ
の
納
付
方
法
を
本
市
に
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
導
入

す
る
際
の
問
題
点
は
何
か
伺
う
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
、
市
民
の
利
便

性
向
上
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
平
成

十
九
年
度
中
に
ガ
ス
局
と
市
立
病
院
に

お
い
て
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

他
の
企
業
や
市
長
部
局
に
お
い
て
は
、

手
数
料
負
担
や
適
用
す
べ
き
歳
入
科
目

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

導
入
時
期
等
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

　　
　
　

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
泉
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
が
「
ア
イ
ス
リ
ン
ク
仙
台
」
と

し
て
再
開
さ
れ
る
が
、
リ
ン
ク
の
運
営

を
維
持
す
る
た
め
の
市
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
リ
ン
ク
は
平
成
二

十
五
年
ま
で
の
契
約
だ
が
、
恒
久
的
な

リ
ン
ク
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
・

調
査
を
開
始
す
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

小
・
中
学
校
の
ス
ケ
ー
ト
教
室

の
開
催
等
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
民

間
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
等
、
運

営
に
関
し
協
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
将

来
的
に
は
恒
久
的
な
リ
ン
ク
は
必
要
と

の
基
本
認
識
を
有
し
て
お
り
、
今
後
、

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
施
政
方
針

○
平
成
十
九
年
度
予
算
編
成
方
針

○
行
財
政
集
中
改
革

○
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
諸
課
題

○
区
役
所
の
裁
量
権
と
そ
の
あ
り
方

○
ケ
ヤ
キ
の
移
植

○
ガ
ス
事
業
民
営
化

○
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
め
ぐ
み
」

      

ケ
ヤ
キ
移
植
に
約
一
億
六
千
万
円

の
多
額
な
費
用
が
か
か
り
、
反
対
意
見

が
多
い
。
移
植
と
伐
採
の
経
費
を
市
民

に
知
ら
せ
、
本
市
の
財
政
状
況
等
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
は

ず
だ
。
移
植
の
た
め
の
予
算
執
行
は
凍

結
し
、
別
の
手
法
を
含
め
再
検
討
を
求

め
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

市
民
へ
の
情
報
提
供
が
十
分
で

な
く
、
多
く
の
疑
問
や
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
市
民
の
声
に
率
直
に
耳
を

傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
ご
質
問
の
趣
旨
を
十
分

肝
に
銘
じ
、
市
民
に
改
め
て
丁
寧
な
情

報
を
提
供
し
、
い
た
だ
く
意
見
を
踏
ま

え
、
改
め
て
検
討
し
、
議
会
に
報
告
、

相
談
し
、
的
確
な
判
断
を
し
て
い
く
。

             「
政
策
調
整
局
」
新
設
と
い
う

組
織
再
編
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
な
の

か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
に
逆
行
し
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
　

政
策
調
整
局
は
、
市
政
全
般
の

各
種
施
策
の
調
整
を
行
い
、
組
織
横
断

的
な
政
策
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、
的

確
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
体
制
作

り
を
目
的
と
す
る
。
人
員
体
制
も
必
要

最
小
限
と
す
る
な
ど
組
織
の
肥
大
化
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
十
分
心
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
と
今
後
の
政
策
展
開

○
市
有
地
・
市
有
財
産
の
処
分
と
そ
の

　

有
効
活
用

○
周
辺
部
商
店
街
の
活
性
化

○
障
害
者
の
自
立
支
援
制
度
の
検
証
を

○
す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進
事
業

○
ガ
ス
事
業
の
民
営
化

○
自
転
車
等
駐
車
場
整
備

○
地
下
鉄
東
西
線
事
業
の
推
進
に
向
け

　

た
市
長
の
決
意

問答

問答

問答

問答

問

答

問答

問答

問答

問答

問答

問

答

問答

予算の凍結が求められる青葉通の
ケヤキ

東北の発展を牽引する仙台市

「アイスリンク仙台」として 3月 22 日
に再開されたスケートリンク

国や社会を挙げた少子化・子育て
対策への取り組みを

障害者控除対象者認定申請書
特別養護老人ホーム白東苑（太白区）

23

 ○
一
般
会
計
（
主
な
補
正
予
定
項
目
）

・  

泉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
設
備
改
修
に

　

要
す
る
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め
、

　

五
千
万
円
を
計
上
す
る
も
の

・  

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
準
備  

　

に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
一
億
円
を

　

計
上
す
る
も
の

　
　
　
　
　
（
主
な
項
目
）

○
精
神
科
病
院
に
入
院
中
の
任
意
入
院

　

者
の
症
状
等
の
報
告
に
関
す
る
条
例

　

一
定
の
精
神
科
病
院
の
管
理
者
に
対

　

し
、
入
院
中
の
任
意
入
院
者
の
症
状

　

等
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
も
の

○
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

職
員
定
数
を
百
八
十
八
人
減
ら
し
、

　

九
千
九
百
九
十
一
人
に
改
定
す
る
も

　

の
○
財
産
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
財
産
の
無
償
貸
付
等
を
行
え
る

　

場
合
を
改
め
る
等
の
も
の

○
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
地
方
税
法
」
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

　

減
額
措
置
に
あ
わ
せ
て
行
う
都
市
計

　

画
税
の
減
額
措
置
を
廃
止
す
る
も
の

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

幸
町
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

　

を
設
置
す
る
も
の

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

新
田
東
総
合
運
動
場
及
び
茂
庭
庭
球

　

場
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
全
面
人

　

工
芝
へ
の
改
修
に
伴
い
、
泉
総
合
運

　

動
場
泉
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
を
増

　

額
改
定
す
る
も
の

○
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

若
林
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

す
る
も
の

○
知
的
障
害
者
援
護
施
設
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例　

　

つ
る
が
や
福
祉
作
業
所
を
廃
止
す
る

　

も
の

○
私
立
保
育
施
設
新
設
等
助
成
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
に
お
い
て
新
た
に
「
認
定
こ
ど
も

　

園
」
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か

　

ら
、
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
幼
保
連

　

携
施
設
を
構
成
す
る
保
育
所
の
新
設

　

等
に
係
る
費
用
の
助
成
対
象
者
に
、

　

学
校
法
人
を
加
え
る
等
の
も
の

○
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど 　今定例会に提出された議案 121 件の

うち 120 議案が可決され、成立しまし
た （８面の賛否一覧表をご参照くださ
い）。  以下、成立した議案の一部を紹
介いたします（議員提出議案について
は、８面でご紹介しています）。
　なお、平成 19 年度予算の審議につ
いては、６・７面の特集 「予算等審査
特別委員会」をご覧ください。

議案の紹介議案の紹介平
成
十
八
年
度
補
正
予
算

　

条
例

　

海
岸
公
園
運
動
広
場
等
の
使
用
料
を

　

定
め
、
仙
台
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
タ
ン

　

ド
を
サ
ッ
カ
ー
等
以
外
に
使
用
す
る

　

場
合
の
使
用
料
を
定
め
る
と
と
も
に
、

　

西
公
園
野
球
場
等
を
廃
止
す
る
も
の

○
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

愛
子
小
学
校
を
設
置
す
る
等
の
も
の

○
こ
ど
も
宇
宙
館
条
例
を
廃
止
す
る
条 

　

例

　

こ
ど
も
宇
宙
館
を
廃
止
す
る
も
の

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
件

　

市
役
所
本
庁
舎
及
び
議
事
堂
耐
震
補

　

強
工
事

○
財
産
の
取
得
に
関
す
る
件

　
（
仮
称
）
仙
台
市
立
大
野
田
第
二
小

　

学
校
用
地
を
取
得
す
る
も
の

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
件

　

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
二
百
二

　

十
三
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

　

を
指
定
す
る
も
の

○
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

の
委
員
の
選
任

　
　

鎌
田　

宏　
　
　

武
田　

孫
市

　
　

針
生　

陽
子

○
仙
台
市
土
地
利
用
審
査
会
の
委
員
の

　

任
命

　
　

赤
松　

實　
　
　

石
坂　

公
一

　
　

小
関　

富
雄　
　

菅
野　

育
男

　
　

木
下　

淑
惠　
　

木
村　

美
智
子

　
　

今
野　

敦
之

○
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

孝
也

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

菅
原　

洋
子　
　

高
橋　

幸
子

　
　

鈴
木　

千
代
子　

門
間　

久
美
子

　
　

菅
生　

睦
子　
　

福
原　

協
一

　
　

 
橋　

由
美
子　

大
島　

眞
彰

　
　

田
代　

ひ
と
み

○
仙
台
市
助
役
（
副
市
長
）
の
選
任

　
　

笠
原　

周
二　
　

岩
　　

惠
美
子

　
　

奥
山　

恵
美
子

○
仙
台
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

  　

                              

荒
井　

崇

　

条
例

　

総
務
局
の
事
務
の
う
ち
秘
書
及
び
広

報
に
関
す
る
事
項
、
企
画
市
民
局
の

事
務
の
う
ち
重
要
施
策
の
調
整
に
関

す
る
事
項
並
び
に
危
機
管
理
に
関
す

る
事
項
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
政
策

調
整
局
を
設
置
す
る
も
の

○
助
役
定
数
増
加
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　
「
助
役
」
を
「
副
市
長
」
に
改
め
、
そ

　

の
定
数
を
二
人
か
ら
三
人
に
改
定
す

　

る
も
の

○
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

　

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お

　

け
る
市
長
等
の
給
料
月
額
等
を
減
額

　

す
る
等
の
も
の

○
仙
台
市
監
査
委
員
の
選
任

　
　

須
藤　

裕
州    

佐
藤　

勝
博

○
仙
台
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

　
　
　

納
付
方
法
の
導
入
に
つ
い
て

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の

　
　
　
　
　
　
　

再
開
に
つ
い
て

子
育
て
対
策
を
充
実
さ
せ
、

　
　
　

人
口
減
少
時
代
に
歯
止
め
を

中
国
残
留
帰
国
者
の
自
立
対
策
を

   笠原　哲　議員

　小山　勇朗　議員

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
充
実
を  

ケ
ヤ
キ
移
植
の
再
検
討
を

ガ
ス
事
業
の
民
営
化
は

　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
理
解
を

都
市
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
的
な　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

考
え
方
に
つ
い
て

フォーラムフォーラム
仙 　仙 　　　　台　台

社民党社民党

公明党公明党

みらいみらい
仙　台仙　台

田村　稔　議員

改革ネット改革ネット
仙　　　台仙　　　台

日　本日　本
共産党共産党

庁
内
の
組
織
改
正
に
つ
い
て

ケ
ヤ
キ
移
植
の
た
め
の

　
　

予
算
は
凍
結
し
、
再
検
討
を

 福島　かずえ　議員

青
葉
通
の
ケ
ヤ
キ
の
移
植
問
題

上
が
る
住
民
税
の
負
担
か
ら　
　
　

　
　
　
　
　

市
民
生
活
を
守
る
施
策

人　

事


